
１）製造技術と強度試験の両輪によるイスを中心とした安全性の高い製品の製造
木材の選定、乾燥、曲げ木に関する知見・技術や、接合に関する伝統技法を蓄積し、軽いが丈夫で、安全な製品の開発・製造を実現している。これら技術の裏付けとして、生産過程では耐久性試験を複数回実施するなど強度の確認を徹底している。

２）産地ブランドを主導し製品安全文化の醸成に貢献 
社長を中心に安全なものづくりに対する方向性や課題を全社員に共有・徹底するにとどまらず、産地ブランドの認証基準要綱の策定に深く関与するなど、安全・安心な家具の提供に努めている。

３）安全に長く使ってもらう設計思想と長期保証の提供 
製品を安全に長く使ってもらうため、顧客情報の把握・管理をするとともに、組織的に修理対応が可能な体制の整備、修理しやすい構造に随時見直しを行う等により、顧客に対して長期の製品保証を提供している。


